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奈良看護紀要 VOL7.2011

奈良県立医科大学医学部看護学科紀要編集部会規定

([j I':'~) 

第1条 この規定は、奈良県立医科大学医学部看護学科看護教育協議会規定(平IjX:16年4

月 1 日)第 5 条 6 正!の規定に基づき紀嬰編集部会(以下「音I~会J という)の設置及び

運営に関し必要な事頃を定めるものとする。

(委員会の名称及び構成)

第2条 紀要編集部会の名称は奈良県立医科大学医学部看護学科紀要編集部会とし、看護

教育協議会規定に基づく。

2 前項の規定にかかわらず、特定の事項を調査又は審議するために、紀要編集部会の議を

経て、小委員会を設けることができる。

(委員)

第3条 紀要編集部会の部会員は、若干名をもって組織する。

2 部会員は次の各号に定める教職員とする。

(1) 看護教育協議会が選出した専任教員

(2) 調査又は協議する事項に関する事務を所挙する事務部長又は学務課長の指名した

事務職員

3 部会員の任期は2ヵ年とする。ただし、再任を妨げない。

4 部会員が欠けたときは、すみやかに補充し、その任期は前任者の残任期間とする。

(部会長)

第4条 紀要編集部会に部会長を置き、部会長は、他の規定に特別の定めがある場合を除

いて、各部会員の互選とする。

2 部会長に事故又はその他のやむを得ない事由があり部会に出席できないときは、あらか

じめ部会長が指名する部会員がその職務を代行する。

(副部会長)

第5条 紀要編集部会は副部会長を 1名置き、部会長が任命する。

2 副部会長は部会長を補佐し業務を遂行する。

(会議)

第6条 紀要編集部会長は、必要のつど編集部会を招集し、議長となる。

2 音I~会は、部会員の 3 分の 2 以 l二の出席がなければこれを聞くことができない。

3 部会は、必要と認めるときは、部会員以外の者に出席を求め、意見を聴くことができる。

(報告)

第7条 紀要編集部会は、審議の経過及び結果について、看護教育協議会に報告しなけ寸l

ばならな~，。

-88-



奈良看護紀要 VOL7.2011

(書記)

第8条 紀要編集部会に書記を置く。

2 書記は、部会長の命を受け、会議の記録を行う。

第9条 会議の記録は紀要編集部会長が保管する。

(その他)

第四条 この規定に定めるもののほか、必要な事項は、紀要編集部会で協議して定める。

2 紀要編集発行規定は紀要編集部会の議を経てJjIJに設ける。

第11条 本規定に変更ある場合は、紀要編集部会の議を経て変更することができる。

付則

この規定は、平成 16年4月 1日から施行する。
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奈良県立医科大学医学部看護学科紀要編集発行規定

(目的)

第1条 奈良県立医科大学医学部看護学科(以下「看護学科」という)は、その教育と研

究の諸活動を発展させ、高等教育機関に課せられた杜会的責務を果たし、学術の

進歩に貢献することを目的として紀要を発行する。

(名称)

第2条 看護学科が発刊する紀要の名称は、「奈良県立医科大学医学部看護学科紀要J (以

下「紀要」という)とする。なお、英語での名称、はBULLETINOF F ACUL TY 

OF NURSING， SCHOOL OF MEDICINE， NARA MEDICAL UNIVERSITYとす

るO

(編集機関)

第3条 紀要の編集は、紀要編集部会がこれを行う。

2 紀要編集部会については、医学部看護学科看護教育協議会規程の定めるところによる。

3 掲載された論文等の著作権は奈良県立医科大学医学部看護学科紀要編集部会に帰属

し、医学中央雑誌刊行会及び科学技術振興機構が主催する医学関連文献データベース

収載誌にて公開する。

(発行回数及び発行時期)

第4条 紀要は、 1年度に 1回、定期にこれを発行する。ただし、特別に必要があると紀

要編集部会が認めたときは、臨時にこれを発行することができる。

2 紀要の発行の時期は、 3月をもって定期とする。

(掲載範囲)

第5条 紀要に掲載する論文等の種類は、次のとおりとする。

( 1 )総説

( 2 )原著

( 3 )研究報告

(4 )実践報告。資料

( 5 )講演その他の学会活動についての研究業績

( 6 )その他紀要編集部会が適当と認めたもの

(執筆者の範囲)

第6条 紀要に執筆することができるものの範囲は、次のとおりとする。

( 1 )看護学科に勤務する専任の教員および非常勤の講師

( 2 )看護学科の教員を含む共同研究の参画者

(3 )その他紀要編集部会が執筆を依頼した者

(投稿の申し出)

第 7条 紀要に投稿しようとする者は、毎年 9月 10日までに紀要編集部会長に提出する。

原則として、原稿は、正1部、副 2部、計 3部提出とする。尚、副 2部は執筆者

名および所属は記入しないもの占する。
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2 期限までに原稿の提出がない場合は、投稿申し出の権利は消失する O

3 論文の採択は査読者の査読をへて、編集会議で決定する O 他の雑誌に発表された論文

は掲載しない0

4 執筆にあたっては、倫理的に配慮されている旨を明記すること O

(原稿の長さの制限)

第8条 原稿は所定様式 (A4版 20X42行横書き 2段組) 8枚以内とする O

2 原稿の枚数が多い場合には、印刷の実費の一部を執筆者が負担することがある。

(別刷の費用)

第9条 別刷りは執筆者の負担とする。

(執筆の要綱)

第10条原稿の執筆は、次の要領とする O

(1)最終原稿は、完全原稿として提出するものとし、写真印刷をする O したがって校正

は千子わない。

( 2 )専門用語または引用資料以外は、常用漢字、新かなづかい、ひらがなを用い、文体

は、口語体とする。

( 3 )外国人名、外国の地名、生物名等をカタカナ書きした場合は、原則として原綴又は

学名を活字体で併記するものとする O

( 4 )単位は、民 cm，mm，μm， nm， pm，λ， 1， m1， μ1， mg，μgなどとする O また、

RIの質量は、記号の左上につける O なお、各符号の後ろに点を付けない。

( 5 )掲載原稿には、英文の標題を併記しなければならない。書式は投稿に関する細則に

従うこと O

( 6 )総説及び原著論文には、原著論文用原稿用紙第 1頁の所定の位置に40X10行程度の

日本語の要旨を記す。

(7)研究分野によっては、英文を欧文に読み替えることができる O

( 8 )印刷上の都合により原稿等の変更が必要になったときは、執筆者と協議の上、紀要

編集部会で決定する O

( 9 )投稿要領の詳細については、別に定める投稿細則による。

(10)文献の記載は、以下のように統一する O

1 )引用文献を示す注は、本文中に(筆頭著者の姓、年号)のように括弧書きの割注で

示し、論文の最後に文献リストを掲載する。

2 )文献リストは筆頭著者名のアルファベット )II~ (和文匂欧文を問わない)で記載し、

番号はっけない。また同一著者による同年発表の文献が複数ある場合は、出版年の

後にa，b. . .。をつける O

3 )著者が複数の場合は、本文中の引用箇所には筆頭著者の後に、「らJ (欧文ではI"et

a1oJ)を加える O また、丈献リストには 3人まで著者名を明記し、 4人目以降を「他」

(巨大丈では1"et al. J) とする。

4 )文献リストの表記の仕方は次の通りとする O
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(雑誌掲載論文の場合)

著者名(発行年題名(副題).雑誌名ヲ巻(号開始頁一最終頁.

例:Hammond C. B. ， Weed J. C. J r.， Currie J. 1. (1980): The ro1e of op巴rationin the 

current th巴rapyof gestationa1 trophob1astic disease. Am J Obst Gyn巴co1，136: 

844-858 

藤岡完治(1996):臨地実習教育の授業として成立.看護教育， 37 (2) : 94-101. 

(単行本)

著者名(発行年題名(副題).版.発行所.発行地(外国語の丈献の場合のみに

例:Beauchamp T. L.， Childress J. F. (1994): Princip1es of Biomedica1 Ethics. 4 th ed. 

Oxford U ni versi ty Press. N ew Y or k . 

松本光子(1986):看護実践課程一看護実践の系統的アプローチ.第一版。日総研出版.

5 )人文。社会科学系の論文にあっては、専攻分野で慣例となっている表記の仕方に従

うこともできる O

(規約の改正)

第11条 この規則の改正は、紀要編集部会の審議を経て決定する O

付則

この規定は、平成16年4月 1日から施行する O

この規定は、平成19年9月1日から施行する。
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編集後記

今年も卒業式の話題が聞こえてくるようになり、そして、看護学科紀要の発刊の時期と

なりました。今回は変革が予定されている保健師教育について地域看護学の城島教授に寄

稿をお願し1しました。その他、原著論文6編、研究報告 1編、実践報告 4編を掲載してい

ます。各先生方のご協力を賜り多くの論文を掲載することができました。御礼を申し上げ

ます。

編集部会委員長を引き継ぎ、運営について色々わがままを申しあげましたが、著者の先

生方、査読をしてくださいました先生方に重ねて感謝申し上げます。特に査読については

短時間にもかかわらず真撃に、驚くほど詳細な検討をしていただき、指導的なコメントを

いただきました。また各著者の先生方は この厳しいともいえる査読者の指摘をきわめて

ポジティプに受け止めて対応され、ほぼお願いした期日内に訂正原稿を届けていただきま

した。小さな集団の中での Peerreviewの功罪についての議論は数多くありますが、より v

ベノレの高いものを発信するとし、う意思を基盤とすればやはりその価値は十分表現されたも

のと思います。大学の教員は研究者としての業績を求められています。英文雑誌、学会誌

への投稿のみならず当看護学科紀要へもご高配賜りますようお願いいたします。

i賓田薫

看護学科紀要編集部会

委員長 漬田薫

副委員長瀬川睦子

委員 三毛美恵子

五十嵐俊子

入江安子

木村洋子

吉村雅世
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